
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南三陸 

一般社団法人 復興みなさん会 

一般社団法人 復興みなさん会 

 
復興みなさん会は平成２３年１０月から、南三陸町内で東日本大震災の復興支援を継続しています。 

町内外の皆さまに当会の活動の内容をご理解いただくとともに、復興の最新情報をお伝えすることで、

共に地域の再建への道を歩んでいただけるよう『南三陸復興まちづくり通信』を毎月発行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復興まちづくり通信 

災害公営住宅で「みんなのクリスマス会」 

 南三陸町社会福祉協議会などが主催する「みんな

のクリスマス会」が 12 月 22 日、結の里と町内 6 カ

所の災害公営住宅集会所で開催されました。コロナ

禍で密集したイベントが困難なことから、地域のボ

ランティアスタッフの協力を得て、クリスマスカレ

ーとサンタのミニ帽子手作りキットが配られまし

た。伊里前災害公営住宅では、事前に申し込みをし

た入居者と近隣住民約 50 人が次々と訪れ、テイク

アウトのキーマカレーを笑顔で受け取りました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 80 号（令和 3 年 2 月発行） 

「道の駅さんさん南三陸」着工！来春開業へ祈願祭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 南三陸町が志津川中心部に整備する「道の駅」建

設工事の安全祈願祭が 1 月 12 日、現地で行われま

した。道の駅はすでに開業しているさんさん商店街

と一体的に整備され、商店街北側に震災伝承施設「南

三陸 311 メモリアル」が入る駅舎やＪＲ気仙沼線Ｂ

ＲＴ志津川駅などの交通ターミナル、駐車場などが

建設されます。一部 2 階建ての駅舎には志津川湾を

望む展望デッキが設けられ、八幡川の対岸には復興

祈念公園が広がります。開業は来年 4 月の予定です。 

 

 

 ハマーレ歌津で年末恒例「歌津あわび祭り」 

南三陸町の「ハマーレ歌津」商店街で 12 月 20

日、恒例の「歌津あわび祭り」が開かれ、アワビ

を買い求める客でにぎわいました。県漁協歌津支

所が厳選した肉厚のアワビ約 330 ㌔を用意。1 箱

（1 ㌔入り、4～6 個）1 万円で販売し、1 時間ほ

どで完売しました。朝 9 時からの販売会には、8

時の整理券配布を待ちきれず午前 6 時頃から列

ができました。歌津地区は県内屈指のアワビの産

地で、昭和天皇にも献上されたことで有名です。 

 

 

 

（道の駅イメージ図＝隈研吾建築都市設計事務所提供） 

 

 

 

 

 



 暦の上では二月の「立春」が一年の始まり。 

まだまだ寒い中にも、ふっと春の気が立つ頃です。 

今年たくさん降った雪もやがて解けると、 

あたたかい雨が田畑に降り注ぐ「雨水」という節季が

やってきます。 

冬の間、土の中で寝ていた虫たちがむくむくと土の上

に顔を出すのは 

「啓蟄」です。そのうち、昼と夜の時間がちょうど同

じになる「春分」が来て、 

台所ではご先祖様を思いながら、ぼた餅を作ります。 

 

当会は、中日新聞社会事業団東日本復興支援金、県共募みやぎチャレンジプロジェクト、仙台銀行まちづくり基金、みやぎ地域復興

支援助成金、おらほのまちづくり支援事業および東日本大震災現地 NPO 応援基金[緊急助成]のご支援をいただき活動しています。 

〒986-0751 宮城県本吉郡南三陸町志津川字上の山 26 

上山八幡宮 社務所内 minasan.msrk@gmail.com 

  

一般社団法人 復興みなさん会 

震災前の志津川の街並みを再現した模型の展示会 

 震災前の志津川地区を再現した模型を展示する「ふ

るさとの記憶 2020」が 12月 21～23日まで、町役場の

交流スペース「マチドマ」で開催されました。震災か

ら 10 年を迎えるのを前に、住民の記憶に残る当時の

街並みを思い起こしてもらおう―と宮城大学が主催

したもので、初日から大勢の町民が訪れました。模型

は「失われた街」模型復元プロジェクトの一環で神戸

大学の学生が登米市南方の仮設住宅に避難していた

住民と制作したもので、町内での展示は初めてです。 
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 ひころの里「松笠屋敷」で茅葺屋根の葺き替え完了 

 町の文化財に指定されている入谷ひころの里「松

笠屋敷（旧須藤家居宅）」の母屋（＝写真）と長屋門

の茅葺屋根の葺き替え工事が 12 月末に完了しまし

た。松笠屋敷は文化・文政期の建造物と推定され、仙

台藩における在郷武士住宅と農民住宅との形式上の

関連を知ることのできる貴重な建物です。歴史的遺

産、文化財として後世に伝承するため、平成 5 年か

ら 2 年の歳月と 2 億円の費用をかけ解体修理し、当

初の姿に修復したものです。（町の案内板より） 

 

 

 

 

 

 

 

震災復興祈念公園内に小学生らが植樹 

 南三陸町震災復興祈念公園で 12 月 13 日、植樹

式が行われました。「追悼、継承、感謝、そして未来

を創造する協働の場」をコンセプトに整備された公

園を身近に感じてもらい、自分たちの成長と重ね合

わせ、気軽に訪れて欲しい－と町が主催したもの

で、町内の小学生と 33 人と保護者など約 50 人が

参加しました。初雪が降り、とても寒い日でしたが、

園内の「みらいの森」などに町木であるタブや、ヤ

マモミジ、イタヤカエデなど約 40 本を植えました。 
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